
 19年目ビジネススクールメビウスのスタートです。 
 今期より主宰を務める三上です。 

 １９年前、このスクールの創立期に、様々な方に話を伺いに廻った当時。何も知らない単なる新人「女の
子」にも拘らず、尖がっていた自分を恥じる思いがよぎると同時に、そんな無礼者相手に、真摯に実務的ア
ドバイスをしていただいた皆さんに改めて深謝申し上げます。 
  
 「知る」は、勉強の知識に限りません。 

 行ってみよう、見てみよう、聞いてみよう、会ってみよう、話してみよう…広範な能動的「好奇心」です。 
 待っているだけ、は人生最大の損です。 
 動いて、知って、判断する。自分を高め広げていくにはこれしかない。こちらが好意を持って向かって 
拒否されることは決してない。どんどん動いてください。外に出てください。 
 

 各講義共、専門講師が担当します。皆様へのお役立ちをもっと身近にするために、講義を組み立てて 
いきます。 
 ちょっと、難しいかなあ、簡単すぎるだなあ、もう知っているし、まだ早いかなあ…講義によってはそう 
思われる分野もあるかもしれません。だとしてもどうぞご参加ください。ひとつ「ふーん」があった、隣に座っ
た人と知り合いになった、講師と名刺交換した、これらが何かのきっかけになるかもしれません。 
 お目にかかれますこと楽しみにしています。 
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メビウス主宰 三上 洋子 

・スクール長 浅沼公子 創立から18期、主宰浅沼公子がスクール長として楽しくわかりやすさをテーマ 
 に企画運営し、全体を目配りいたします。 
・主宰 三上洋子 新任の主宰に、三上洋子が就任いたしました。経営実学のプロとして、より深くより 
 身近に手の届く講義の編成をいたします。 

・スクールアドバイザー 関田恭裕 スクールアドバイザー・顧問の関田恭裕がみなさまのビジネス 
 アドバイザーとしてすべての課題にお答えします。 
・運営主幹 伊藤広美 メビウス運営主幹は事務局ベテランの伊藤広美です。当日の運営はもとより、 
 メンバーの皆様からの様々なお問い合わせをお待ちしています。 
 

その他講師陣には各分野のプロフェッショナルが担当いたします。きっとわかる、納得できる講義です。 
 

＜サポートデスク＞ 各講義の後に、サポートデスクを設けました。講義についてのお尋ね、社員の 
継続雇用のこと、気になる保険のこと、立ち上げたい新規事業のこと、会計のことなど、ビジネスの360°
に責任を持ってお答えします。 
 
メビウスもあなたも、人生100年時代。共に歩んでまいりましょう。 

 メビウス会員の皆様、第19期が5月の青葉若葉の新緑の中、
スタートしました。メビウス組織も新しく編成をいたしました。 

スクール長よりご挨拶 
メビウス講義 第195回  

2019年 1月 新春特別講演 
ビジネス成功７ヶ条＆新春茶話会 

楽しく分かる会計の数字 
～まずは会計力を高めることから始めよう～ 



今期のメビウス講義を担当する講師から、 
メビウス会員様へのメッセージをご紹介いたします。 

 メビウスをセカンドオピニオンとして位置付けていらっしゃる方も多いのではないでしょうか。別の角度

から、さらに咀嚼して事例を交えた話を聞きたいな、とお考えになられているのかもしれません。 

 

 私が9月に担当するのは「資金計画」です。会計処理や決算は事後処理ですが、「資金計画」は未来

のことを事前に対応することです。会社は決まった通常の動きだけで回るわけではありません。例えば

設備投資であるとか新規の顧客への対応であるとか、「新しい動き」があるからこそ成長します。そして、

そのためには資金が別途必要になってくるのです。資金という会社の血液が続かなければ資金不足か

ら廃業や倒産といったことにもなりかねません。その保全としての資金計画を皆さんで見ていきましょう。 

 

 私はもともと仕事柄、男性経営者を相手とすることが多かったのですが、メビウスで女性経営者、社長

夫人の皆さんからのご相談を受けるようになってから感じたことがいくつかあります。ひとつ目は「話を聞

いてくれる人」を必要としている、ということです。次に、相談に来た後の行動が早いのも特徴だと思いま

す。ぜひともメビウスを「聞き役」「サポート役」として利用して下さい。 

 今、いろいろな情報が氾濫しています。 

 自分に合うもの、合わないもの。正しいのか間違っているのか。選別できる目をぜひ、育ててください。 

 メビウスが発足してから19年、私がメビウスに関わるようになってから

6年目になりました。 

 「勉強好きの集団」‐これが、私の会員の皆さんのイメージです。 

 例えば、会社が契約している専門家の先生たちがいたとしても、さらに 

人事労務コンサルタント 税務アドバイザー 
スクールアドバイザー 関田 恭裕 

第193回 

９月担当 

税理士 原田 尚信 

 世界では長寿化が急激に進んでおります。日本では２０１８年生まれの方に

関しては２人に１人が１１７歳まで生きると予測されています。人生１００年時代と

言われておりますが、私たちが思うよりも驚くべきスピードで進んでいるのです。 

  

リンダ・グラットン教授が提唱した『LIFE SHIFT 100年時代の人生戦略』では、 

第191回 

６月担当 

５０歳を過ぎたら しあわせ相続対策 
～もはや人生設計の一部です～ 

 ただ長寿になるのではなく「できるだけ長く、健やかで生産的に生きていく」ための提案を世界中に

投げかけ多くの反響を得ました。 

 以前であれば就学⇒就労⇒年金生活という3つのステージのみでしたが、長寿化が進み生産的に 

生きてゆくためには、就学⇒就労⇒就学と共に就労⇒老後の豊かな生活を描くことが必要とされます。

会員の皆様には、1年を通して様々なことを一緒に学習し身に着けて頂きたいと考えております。 

 寿命が延びることは、それだけ色々なチャンスが巡ってくると信じております。素晴らしいチャンスを

つかむため同じ志の皆様と是非一緒に学んでみては如何でしょうか？ 

事業と個人のキャッシュフロー 
～「今」と「これから」の資金計画～ 



経営管理コンサルタント 
神保 浩幸 氏 

第194回 

１１月担当 

総務経理の基礎知識が経営力を高めます 
～経営の核は総務にあり～ 

メビウス運営主幹 伊藤 広美 メビウス事務局メッセージ 

 平素は、メビウスに対するご理解と講義へのご参加ありがとうございます。 
今年は、経営の柱となる税務会計・人事を中心に講義を進めてまいります。 
皆さまからのご相談にはいつでも対応させていただきますので、お気軽にお声掛けください。
スタッフ一同お待ちしております。 

 皆さんこんにちは。 
 総務経理担当講師の神保です。 
 
 私が講師を初めてお引き受けしたのは今から11年前。当時は、ベテランの 
経営者の方々の参加が多かった気がしますが、今は、後継者の方が増えたのか 

若い方の積極的な参加が見受けられます。活発な質問も講師としてはうれしいですね。私なりに
ちょっと女性経営者について分析してみました。特出すべきは、全体への「目配り」「気配り」に長
けていること。これは男性が不得手とするところかもしれません。 
 私が担当する「総務経理」は経営資源がすべて集まる部門です。内部から会社を守るのは総務
経理部門しかできません。会社を取り巻く法制度がめまぐるしく変化する中、ますます総務経理部
門の役割は重要になっています。 
  
 来年には「平成」が終わりを告げます。 
 最近よく使われる「ICT」「AI」。本格的に私たちの仕事にも入ってくることでしょう。これらは「道具」
であって、使うのは私たち人間です。その先にはこれまで考え付かなかった「何か」があるはずで
す。「お客様のため」を真剣に考え、その「何か」を一緒に創造していきましょう。きっと皆さんなら
できるはずです。講義でお目にかかることを楽しみにしています。 

社会保険労務士資格保有者  
税理士 川村 浩 氏 

第196回 
2019年 

４月担当 

最新労働法制と実務対応 
～改正に則した諸規程が会社を守ります～ 

 「働き方改革」という言葉は、すでに日常のものとなりました。中小企業にとっては

「人材の確保」こそが、最重要の時代です。「パートタイマー」や「高齢者雇用」につい

ては、有期労働契約の無期転換や定年後の継続雇用など、法律的な対応も必要です。 

 しかしながら、最も重要なのは、従業員管理をきちんと行い働きやすい環境を確保し

て、従業員の「定着」を図ることだと思います。人事労務に奇抜なことはなく、1つ1つの

積み重ねです。 

 まずは、従業員台帳を整備して、着実な従業員管理を行うことが重要です。従業員

の1人1人の「個」を大事にして、前向きな人事管理を行っていきましょう。 



＜お問合せ・ご相談＞ 

NPO法人女性のためのビジネススクール メビウス 〒326-0808栃木県足利市本城2-1901-8 
TEL０２８４－４１－１３２４ FAX０２８４-４１-１３４０ e-mail: o f f i c e @ b s - m e b i u s . n e t  

191回 

<日 時> ６月１９日（火） 
     １３:３０～１６:００ 
 

<場 所> 足利地場産センター 
 

<講 師> 税理士 原田 尚信 氏 

〒３２７－００３２ 

  群馬県太田市新田中江田町１０２４－１１  

TEL：0276-56-5968     
 サンダース・スマイル 

サンダース・スマイルという店名は、このサロンに寄ると、“やる気と元気”

が出て笑顔になれる！というお客様からの声から        

生まれました。スマイル（笑顔）って本当に素晴らしい！ 

自然に逆らわない生き方。本物を皆様に提供します！ 

地域に根差し、皆様の交流の場になることを目指しております。 

【営業時間】   

岡本 香代子  さん 

サービス業 

FAX：0284-73-4547     

AM10:00～PM6:00  ～業務内容～ 

http:www.at-ml.jp/70035 定休日：日曜・月曜 

（要予約） 

自然の力で心もカラダも美しく・・・・ 
お肌に悩みを抱えている方、ぜひスマイルサロン
へお越しください。ハーブの香りに包まれて楽しく
おしゃべりしながらスキンケアをはじめましょう！ 

・化粧品販売と卸 
・サンダースペリーの化粧品を使い素肌ケアーの推進 
・セルフケア―のための無料お手入れ体験の実施 
・美容知識の講習会 
・お美顔 
・全身リンパトリートメント 

▲岡本 香代子さん 

○実は私、NHK連続ドラマ小説「半分、青い。」の舞台、 
 岐阜県東濃地方の出身です。ぜひ観てください。 

大島 満枝子 
 

○女性らしさは大きな戦力です。メビウスの仲間と  
 つながり、夢実現へのプロセスを一緒に学びま 
 しょう。 

飯野 由紀恵 
 

○メビウス通信編集担当の木原です。分かりやすく、  
 楽しい内容を皆様にお届けできるよう頑張ります。      
                木原 麻純 

 
 

 今年度も皆様へのお役立ちが出来るよう、 
一丸となって運営してまいります。どうぞよろし
くお願いいたします。 


